
■ 削減目標

■ 各取組項目別の削減目標とH24年度使用状況

項　　目

H29年度目標

（対H17年度比）

単位

（基準年）

H17年度

使用量等

H24年度

使用量等

H24年度

CO
2
排出量

(kg)

使用量等

削減率

H24年度

達成状況

電 気 使 用 量 9% 以 上 削 減 kwh 1,760,822.0 1,765,518.0 1,285,297.1 -0.3% ×

ガソリン使用量 9%増までに抑制 ℓ 30,876.5 35,690.2 82,801.3 -15.6% ×

軽 油 使 用 量 24% 以 上 削 減 ℓ 16,463.5 13,101.8 33,802.6 20.4% ○

灯 油 使 用 量 24% 以 上 削 減 ℓ 58,020.0 43,965.0 109,472.9 24.2% ○

A 重 油 使 用 量 15% 以 上 削 減 ℓ 51,126.0 16,387.0 44,408.8 67.9% ○

ガ ス (LPG) 使 用 量 11% 以 上 削 減 ㎥ 12,713.5 5,724.6 37,782.4 55.0% ○

紙 使 用 量 可能な限り削減 枚 － 2,056,850.0 － 12.4% -

水 道 使 用 量 可能な限り削減 ㎥ － 29,527.0 － （※19.0%） ○

可燃物排出量 可能な限り削減 kg － 44,083.3 － （※-12.4%） ○

八頭町地球温暖化対策実行計画取組結果の公表

　　　　　　　(Ｈ２４年度実績）

　本計画の実施により、平成24年度の二酸化炭素を対象とした温室効果ガス総排出量を、平成17年度対比で5.0％

削減することを目標として取組みを進めてきましたが、平成22年8月に平成21年度実績をもとに目標値を見直し、平

成24年度の二酸化炭素を対象とした温室効果ガス総排出量を、平成17年度対比で9.0％削減することを目指してき

ました。平成25年度～平成29年度（計画第２期）については、二酸化炭素を対象とした温室効果ガス総排出量を、

平成17年度対比で10.0％削減することを目指し取組んでいます。

グ リ ー ン 購 入

環境配慮型製品の

積極的購入

％ － 97.6 － （※10.0%） ○

1,762,918.1

1,593,565.1

　　　（注）表のうち、(　　　)の数値はH17年度使用量とH24年度使用量で算出した削減率

■ 取組状況
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■ エネルギー別CO
2
排出割合

■ 各項目ごとの取組結果

項　　目

電気使用量

ガソリン使用量

取　　組　　結　　果

　目標値（対H17年度実績値）8%以上削減に対して、0.3％増となりました。Ｈ２４年度から学

校給食共同調理場３施設を1施設へ統合、ｵｰﾙ電化を導入し、Ａ重油やＬＰガスｴﾈﾙｷﾞｰから

電気ｴﾈﾙｷﾞｰへ移行したことで、電気使用量が大幅に増えたものです。東北大震災の発生

により、全国的な節電対策の推進もあり、郡家・船岡・八東の３庁舎をＬＥＤ化し、住民サー

ビスが低下しない範囲で「2012節電対策」を推進してきましたが、気象の変動による気温の

変化が激しく、電気使用量への影響が懸念されます。

　目標値（対H17年度実績値）7％増に抑制に対して、H20年度17.1％増、H21年度9.2％増、

H22年度15.9％増、Ｈ23年度13.7％増、Ｈ２４年度15.6％増となりました。原因は、新部署の

新設等も含む機構改革、公用車使用回数と走行距離の増大（本庁⇔支所や職場⇔現場）

H2H2H2H2４年度における４年度における４年度における４年度におけるCO2排出割合排出割合排出割合排出割合
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軽油使用量
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ガス(LPG)使用量

電気80.6%

ガソリン5.2%
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グリーン購入

　Ｈ21年度までは各々の使用量を集計していましたが、Ｈ22年度から紙の購入量を根拠とし

て集計したため、Ｈ21年度使用量（1,009,876.1枚）に比べＨ22年度使用量（2,630,783.0枚）は

2.6倍の使用量となりましたが、Ｈ24年度実績(2,056,850枚）は、昨年に比べ、12.4％削減と

なりました。

　目標値（対H17年度実績値）可能な限り削減に対して、12.4％の増でした。要因としては、

機構改革等により各施設・各部署の清掃・整備等により大量の廃棄物が排出されたもので

す。今後も「廃棄」のと「リサイクルできるもの」とを分別徹底し、可燃物の削減に努めます。

　目標は「環境配慮型製品の積極的購入」で、H24年度のグリーン購入率は97.6％でした。

H17年度に比べ、購入率は10.0％の増ですが、グリーン購入基本方針に基づき、指定物品

の100％グリーン購入を目指します。

　目標値（対H17年度実績値）可能な限り削減に対して、19.0％の削減ができました。すべて

の施設において節水に努めた結果です。

　目標値（対H17年度実績値）17%以上削減に対して、24.2％の削減ができました。夏季・冬

季における気候の影響もありますが、職員が意識改革に努め、灯油使用施設におけるクー

ルビズ・ウォームビズに取組み、冷暖房使用等を控える等、省エネ実行をしたことによるも

ので、今後も目標値（対H17年度実績値）24.0％削減を目指します。

　目標値（対H17年度実績値）15%以上削減に対して、67.9％の削減ができました。学校給食

共同調理場の統合による新設で、A重油使用からｵｰﾙ電化したことで削減されたものです。

引き続き使用ｴﾈﾙｷﾞｰに変動を生じていますが、削減に向けた取組みを推進します。

　目標値（対H17年度実績値）8%以上削減に対して、55.0％の削減ができました。学校給食

共同調理場の統合による新設で、ガス（ＬＰＧ）使用からｵｰﾙ電化したことで削減されたもの

です。Ａ重油同様、使用ｴﾈﾙｷﾞｰに変動を生じていますが、削減に向けた取組みを推進しま

す。

　目標値（対H17年度実績値）15％以上削減に対して、20.4％の削減ができました。各団体

へのマイクロバス運行基準を見直し、調整したことが大きな効果をもたらしたと考えます。今

後も引き続き、目標値（対Ｈ17年度実績値）24.0％以上削減を目指します。

新設等も含む機構改革、公用車使用回数と走行距離の増大（本庁⇔支所や職場⇔現場）

によるものです。アイドリングストップ、相乗り励行、経済速度の遵守、エアコンの使用抑制

など、公用自働車使用手順書によりエコ運転等、引き続き徹底が必要です。

の100％グリーン購入を目指します。



■ その他の取組

ペットボトルキャップリサイクル

261.0kg

■ まとめ

　　※H24年度中における回収量

　町内の公共施設にペットボトルキャップの回収ボックスを設置。住民の方からもキャップの回収を行い、回収業者

へ引き渡しています。

約　104,400個

　H24年度のCO2排出量は、H17年度と比較し、八頭町全体で169,353.1kg削減することができました。(△9.6％）

　項目別に見ると、「電気」において目標達成ができていませんが、「Ａ重油」「ガス（ＬＰＧ）」は大幅削減になってい

ます。3施設の学校給食共同調理場を1施設に新設統合し、オール電化したことで使用エネルギー変わったことが

大きな要因です。3庁舎の電灯をＬＥＤ化し、電気使用量を削減しましたが、全体的には相殺してＣｏ2削減は9.6％

削減となりました。「ガソリン」については機構改革による業務遂行における走行距離が増大していることが大きな

要因ですが、手順書に従った運用を常に心掛け、できる限りのCO2排出量削減に努力していく必要があります。　Ｈ

24年度に電気自動車1台を購入し、充電器を1基整備しましたが、今後、環境対応車購入を推進することも対策の

一つであると考えます。

　また、可燃物排出量については、基本的なことではありますが、ゴミの分別を徹底し（プラスチック等の混入、リサ

イクル可能用紙混入等）、排出量の抑制が必要です。

　他項目についても、職員は省エネや環境保全意識を常に持ち、H25年度目標達成に向けて取組を継続していきま

す。


